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記 者 説 明 会 （8 月 4 日 14 時・東京）の ご 案 内 

慢性皮膚粘膜カンジダ感染とマイコバクテリア感染をともに起こしやすく 

発症原因が不明な原発性免疫不全症(*1)の原因遺伝子の同定に成功 

～先天的な免疫疾患の治療に光～ 

 

【研究成果のポイント】 

●ヘルパーT 細胞に属する Th17 細胞(*2)のマスター転写因子である RORC 遺伝子

(*３)の先天的な異常により、免疫系が障害され、慢性粘膜皮膚カンジタ感染（CMC）

とマイコバクテリア感染を起こしやすくなることを発見しました。 

●ヒトにおいて、Th17 細胞が産生する IL-17 を介したカンジダに対する粘膜免疫

と、IFN-γ産生を介したマイコバクテリアに対する全身性免疫応答に、RORC と

いう遺伝子が必須であることを発見しました。 

 

【概要】 

広島大学大学院医歯薬保健学研究院小児科学の岡田賢講師は、同研究院小林正夫

教授の指導のもと、米国ロックフェラー大学の Jean-Laurent Casanova 教授ら

と共同研究を行い、CMC とマイコバクテリアに対する易感染性を合併する原発性

免疫不全症の原因となる遺伝子の同定に成功しました。 

近親婚の 3 家系 7 人の患者に対し遺伝子解析を行った結果、全員が RORC 遺伝

子のホモ接合性変異を有していました。同定された RORC 遺伝子変異は、機能が

完全に失われるタイプの変異でした。RORC 遺伝子の機能が欠損した（RORC-/-）

患者は、IL-17 を産生する T 細胞が欠損しており、このことが CMC 発症の原因と

考えられました。 

一方、RORC-/-患者におけるマイコバクテリアに対する易感染性は、マイコバ

クテリアに対する抗原特異的な IFN-γ産生障害に起因していました。 

RORC 遺伝子異常による原発性免疫不全症の発見により、カンジダに対する粘膜

免疫、マイコバクテリアに対する全身性免疫応答に RORC 遺伝子が必須であるこ

とが明らかとなりました。さらに、患者におけるマイコバクテリア感染に IFN-γの

投与が有用な可能性が見いだされました。 

今回の発見は、RORC 異常による原発性免疫不全症の病態・予後の解明とともに、

治療法の確立につながると期待されます。 

  本研究成果は２０１５年７月９日発行の米国の科学誌「Science」のオンライン

版に掲載されました。 
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本研究成果につきまして、下記のとおり、記者説明会を開催しご説明いたします。 

ご多忙とは存じますが、是非ご参加いただきたく、ご案内申し上げます。 

 

記 

日 時：平成２７年８月４日（火） １４：００～15：0０ 

場 所：キャンパス・イノベーションセンター４階４０８号室(ＪＲ田町駅徒歩 1 分) 

（広島大学東京オフィス 同センター４階 TEL:03-5440-9065） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  出席者：広島大学大学院医歯薬保健学研究院 講師 岡田賢 

 

【研究内容に関するお問い合わせ先】 

広島大学大学院医歯薬保健学研究院 統合健康科学部門 

医学分野 小児科学 講師 岡田 賢（おかだ さとし） 

TEL：082-257-5212 

E-mail：sokada@hiroshima-u.ac.jp 

※可能な限りメールでお問い合わせください。 

 

【記者説明会に関するお問い合わせ先】 

広島大学学術・社会産学連携室 広報グループ  

楠本記章（くすもと のりあき） 

TEL：082-424-6762 

FAX：082-424-6040 

E-mail：koho@office.hiroshima-u.ac.jp 

 

※お手数ですが準備の都合上、出席予定の報道機関の方は別紙の FAX 送信票にて広島大学学

術・社会産学連携室広報グループまでご返送ください。 

 

【用語説明】 

*1 原発性免疫不全症 

先天的に免疫系のいずれかの部分に欠陥がある希少疾患。障害される免疫担当細

胞の種類や部位により 200 近くの疾患に分類される。 

mailto:sokada@hiroshima-u.ac.jp


 

*2 Th17 細胞 

ヘルパーT 細胞の一分画で、近年発見された。関節リウマチ、炎症性腸疾患、多

発性硬化症、乾癬などの発症に関与すると考えられている。  

*3 RORC 遺伝子 

白血球の一種であるヘルパーT 細胞に存在する Th17 細胞というサブセットの 

マスター転写因子 

 

発信枚数：Ａ４版 4 枚（本票含む） 



（別 紙） 

【ＦＡＸ返信用紙】 

 

FAX：０８２-４２４-６０４０ 

広島大学学術・社会産学連携室広報グループ 行 
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場 所：キャンパス・イノベーションセンター４階４０８号室(ＪＲ田町駅徒歩 1 
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（広島大学東京オフィス 同センター４階 TEL:03-5440-9065） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  出席者：広島大学大学院医歯薬保健学研究院 講師 岡田 賢 

 

□ ご出席 
 

□ ご欠席 
 

 貴 社 名                       

 部 署 名                       

 ご 芳 名                （計  名） 

電話番号                       
 

※ 誠に恐れ入りますが、上記にご記入頂き、８月３日（月）１７：００までにご連絡ください。 
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